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1．はじめに
　陸上競技は走跳投の基本的な運動で構成さ
れ、「速く、高く、遠くへ」を競う競技である。
記録が明らかになること、他との競争を楽しむ
ことがその特徴としてあげられる。新学習指導
要領においては、小学校の低学年では「走跳の
運動遊び」、中学年では「走跳の運動」、高学年
では「陸上運動」として位置づけられ、体の動
かし方の基本を大切にした動きづくりを中心
に、高学年では競争や記録の達成を目指すこと
が運動の特性として挙げられている。また、中
学校からは「陸上競技」として記録の向上や競
争の楽しさや喜びを味わい、基本的な動きや効
率のよい動きを身に付けることができるように
することが求められている 3）。
　基礎的運動の中でも「走運動」は比較的構造
が単純な循環運動で、系統発生的に誰にでもで
きるものとされ、その運動の仕方自体を授業で
教えられることは少ない。しかしながら、優れ
た運動発揮のためには効率のよい走り方を指導
する必要がある 1）。それはなるべく早い段階か
ら始めて、継続して行われることでより効果が
現れる。現在の子供たちの置かれた状況を考え
ると、幼少から必ず受ける学校での体育授業の
果たす役割は大きい。体育の授業の中で早い時
期から、発育発達段階に合った運動動作を指導
する必要がある。
　これらの基礎的運動能力に関しては、一般に
発育発達の著しい小学生を対象とした研究が多
く行われ、中高生を対象としたものはそれに比
較すると少ない。性差、個人差はあるが一般的

に14～17歳で体力のピークを迎えることから、
それ以降の運動動作の改善や運動能力全般の開
発は難しいと考えられる傾向がある。しかし、
これまでの研究では高校生の女子でも体育授業
によって、運動動作の改善や記録の向上が見ら
れ、成長段階を過ぎた中高生にも能力向上の
可能性はあると考えられる 2）。したがって、12
カ年を通した、発達段階に応じた体育授業カリ
キュラムを開発することは、生涯にわたって自
分の身体と向き合い、身体活動を楽しめるよう
になるために有益な研究である。
　本研究の目的は、走運動を中心とした小中高
12年間に一貫した陸上運動・陸上競技の指導
について検討し、発達段階に応じた授業モデル
を構築することである。

2．方　法
　本研究は筑波大学附属小学校、中学校、高等
学校の保健体育教員を研究協力者とし、附属小・
中・高での走運動を中心とした陸上運動・陸上
競技の授業内容を検討し、実際に授業を行って
その成果を検討した。

1）対象
　本研究では附属小学校 4年生、中学校 2年
生、高等学校 2年生の授業を対象とした。対象
とした児童生徒数は小学校男子 22名、女子 24
名、中学校男子 70名、女子 82名、高等学校男
子 116名、女子 63名であった。
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2）授業内容の検討と授業の実施
　「走運動」の動作を中心にした陸上運動・陸
上競技の授業を行うにあたり、各校の授業担当
教諭 3名と大学教員で協議を行い、それぞれの
学校で行うべき授業内容と指導のポイントを検
討した。発達段階を考慮した小中高に一貫した
内容になるよう、発達段階の特徴や学習可能な
ことなどについても考慮した。その授業内容を
もとに各校で授業を実施した。

3）授業の成果の検討
　授業の実施の前後で、記録の測定、走動作の
撮影を行った。撮影はスタートから 35mから
40 mの地点、側方 20 mにデジタルビデオカメ

ラ（CASIO-EXF1）を設置し、1サイクルが撮
影できるように画角を調整した。撮影した映像
から、走動作について観察的動作評価 4）を行っ
た。動作評価はもっともよい動作を 5点、未熟
な動作を 1点として、腕振り、離地時の膝・足
首の伸展、かかとの蹴りあげ、大腿の引き上げ
について観察的に評価した。記録と動作得点の
それぞれについて、単元の前後で t検定（対応
あり）を行い、授業の成果を検討した。

3．結　果
1）  速く走る動作の習得を目指した一貫指導の

授業内容と指導のポイント
　学習指導要領の走運動に関する記述や例示を

表 1　学習指導要領における陸上運動・陸上競技の扱い

表 2　速く走る動作の習得を目指した指導の内容
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表 1に示した。これらを踏まえながら、本研究
において検討した各発達段階で指導すべき内
容、および教材を表 2に示した。指導内容およ
び方法を考える上で、各学校で留意した要点は、
以下の通りであった。小学校では、簡単な言葉
で表現する（良い姿勢、腕を振って、膝をあげ
てなど）、走運動全体を通して「運動を丸ごと
楽しませながら」正しい動きを習得できるよう
にする。中学校では、理論的に事実を認識さ
せ、ポイントを絞って指導する、ミニハードル
など用具を使用して自然にいい動きができるよ
うに工夫する。高校では、感覚に訴えるような
指導をする、動きを強制する用具がなくてもイ
メージで自分の体を動かすことができるように
なる。このようなポイントに留意しながら、共
通して指導しようとしたことの一つは「走る姿
勢」についてである。「あごをひく」「腰やひざ
がまっすぐになる」「軸を意識する」など表現
にも発達段階に応じて工夫した。走運動を指導
する教材については、小学生では折り返しの運
動の中にケンケンやスキップ、大また走などを
組み込むことで、楽しみながら自然と正しい動
きを習得させるように工夫した。中学生と高校

生ではミニハードルを使用したドリルを行った
が、高校生では動きのイメージを持たせ、イメー
ジ通りに身体を動かすことができるように指導
した。

2）授業の成果の検討
　授業の成果を記録と動作の変化からみるため
に、単元の前後での記録の変化と動作評価につ
いて t検定（対応あり）を行った。本報告では
小学生と高校生の結果のみを示した。

（1）記録の変化
　単元前後の記録について、t検定（対応あり）
を行った結果（表 3）、小学校 4年生の男女、
高校 2年生の男女ともに有意な差が見られた。
小学校 4年生の男子は 9.42秒から 9.25秒へ 
（t＝ 3.47、p＜ .01）、女子は 9.49秒から 9.33
秒へ（t＝ 2.51、p＜ .05）記録を伸ばした。こ
の結果、女子の平均は男子の単元前の平均より
も速い記録となった。高校 2年生では男子は
7.17秒から 7.13秒へ（t＝ 2.45、p＜ .05）、女
子は 8.57秒から 8.45秒へ（t＝ 5.05、p＜ .001）
と記録を伸ばした。小学生に比べて男女の差は

表 3　単元前後での記録

表 4　単元前後での動作評価得点
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大きいものであった。

（2）単元の前後での動作の変化
　単元の前後の動作評価の得点について t検定
を行った結果（表 4）、高校生男子ではすべて
の観点について、女子は「腕振り」と「大腿の
引き上げ」について、小学生男子はすべての観
点について、女子は大腿の引き上げ以外の観点
について有意な差が見られた。男子については
高校生、小学生ともにすべての観点において動
作が改善されたといえる。女子について高校生
は、「離地時の膝・足首の伸展」と「かかとの
蹴りあげ」について動作得点が向上しなかった。
小学生の女子では「大腿の引き上げ」の得点が
向上しなかった。

4．授業成果に関する考察
　本研究において、走動作を改善することを目
指して体育授業を実施した結果、単元の前後で
小学生、高校生ともに記録を伸ばすことができ
た。小学生は男女の差が小さく、高校生では性
差は大きかった。本研究では中学生の授業成果
を示すことができなかったが、これを示すこと
で発達段階による性差もより明らかになるであ
ろう。走動作の改善を目標とした授業であった
が、動作の改善についてはすべての観点におい
て改善することはできなかった。特に女子にお
いて、改善されない部分があった。この原因に
ついて考察を加えると、小学生は男女共修で授
業を行っているため、授業の内容も同じで条件
は同じである。「大腿の引き上げ」に関しての
み得点が向上しなかったが、単元の前後でまっ
たく同じ得点平均であった。高校生は男女を別
の講座に分けて授業が行われており、対象校の
事情により授業時間も異なるものであった。女
子の方が授業時間数は多かったが、短距離の

授業のうち何回かは教育実習生が担当してお
り、指導内容が十分に伝わらなかった可能性も
ある。このような中でも改善された、「腕振り」
や「大腿の引き上げ」といった動きのポイント
は、比較的意識しやすく、改善が容易なポイン
トであるといえる。

5．まとめ
　本研究では、走運動を中心とした小中高の
12カ年に一貫した陸上運動・陸上競技の授業
について検討し、発達段階に応じた指導内容を
まとめた。また、その授業を実施し、授業成果
を記録と動作の変化から検討した。本報告では
小学校 4年生と高校生の成果しか報告できな
かったため、今後は小中高のデータをそろえる
とともに被験者数も増やし、研究を進めていく。
今回提示した指導内容についても、小中高の教
員と検討を重ねながらより具体的な教材の提示
やことばかけの提案など、いろいろな学校で使
用できるような内容にしていく必要がある。
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